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１．はじめに 

2005 年の耐震偽装事件を経て、建築主は、構造設計者

を無条件で信頼することができなくなってしまった。建

築物の構造設計への信頼は崩れ、市民と社会は一気に建

築への不安を増大させた。構造設計者はこのとき初めて

社会に認知されたとの皮肉もあるが、社会的な認識はま

だまだ低く、仕事にともなう責任の重さに比して、社会

的な地位が確立されていないのは大きな問題である。 
設計者の立場でいえば、構造設計や性能設計を分かり

やすく伝え、社会に対して信頼を得ることがますます重

要になっている昨今、設計者と建築主との合意形成を築

くことが喫緊の課題である。さらに言えば、設計者は今、

建築主はもとより広く社会に対しても説明責任を果た

すことが強く求められており、これに応えることが急務

である。 
この関係は、図１で示すような建築のパラダイムシフ

トによる意思決定のあり方の変化として表現できる。 

図１ 建築に関わる意思決定のあり方 

この図は、建築分野における社会的要素の考慮の必要

性が、社会と市民の変化によってもたらされたことを示

している。建築に限らず、国家・国民の意思決定システ

ムは、中央集権国家の体制（government）から、NPO や

市民グループ等の自主的な組織が加わり意思決定がなさ

れる体制（governance）へと変化してきている 1)。いわゆ

るパラダイムシフトである。これまでの設計が設計者と

行政者だけの専門家集団による意思決定であったものが、

設計者と行政者、建築主や社会という三者によって意思

決定がなされることを表している。建築が一品生産であ

ることの難しさはあるにせよ、市民社会に理解されるよ

うな前向きな取り組みを活性化させることが求められる

のは、このような社会体制の変化が背景にある。 
 
２．リスクコミュニケーションを考慮した性能型構造設計 
 図１を踏まえた性能型構造設計の流れを要約すると、

次の３つのブロックに分けられる 2) 。 
①建築主の要求性能の抽出と建物利用者の要望に対する

理解をもとに用途・目的等に沿った目的性能の設定 
②目標性能を実現するために必要な設計法の選択とその

実施 
③実現した建築構造物の性能確認とその性能の適切な表

示および維持管理に対する説明 
 
 上記の性能型構造設計の実現フローを図２に示す。 
 性能型設計では、建築主の要求性能を設計者が実現す

ることが基本である。 
 建築は社会基盤の上に成り立っているという認識が重

要である。したがって、実現すべき設定レベル（目標性

能レベル）については，社会的総意（世論）を踏まえな

がら，構造設計者が経済と知識・経験をベースに，ヴィ

ジュアル表現などを多用した建築主に対するわかりやす

い説明と懇切丁寧なる話し合いを繰り返し行うことが求

められる。時には、プロフェッショナルとして啓発教育

を行うことも必要であり、ともすれば漠となりがちな建

築主の要望を明らかにし、その実現を図る必要がある。 
 建物の実現後，性能実現の確認を行うとともに、出来

上がった建物の性能表示が明確に行われる必要がある。

性能表示は一般に理解される平易なものでなければなら

ない。表現方法を専門的にすると、社会に認知されない

ばかりか、社会から遊離してしまい意味のないものとな

る。しかしながら、一般的表現というものは、往々にし

て曖昧な点を内包しており、危うい点があることも認識

せねばならない。また、維持管理の方法についても建築

主に設計者が説明し、継続的使用に対して相応のメンテ

ナンスが必要なことを十分理解してもらう必要がある。

具体的な構造計算方法など設計の実現方法については特 

注：横線は従来の意思決定の主体，斜線は今後の意思決定の
主体を示す
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定する必要はないが、各限界状

態に対して合理的かつ明快に説

明できるものが望ましい。確率

表現で限界状態を表す限界状態

設計法（ＬＳＤ）もそのひとつ

として有効であろう。二次モー

メント法の信頼性指標βを用い

れば，想定外力から建物耐力な

どの安全性を確率表現として明

らかにすることができる。 
 

３．今、なぜリスクコミュニ 

ケーションか？ 

設計結果をエンドユーザーに

も分かるように説明する取り組

みは集合住宅などで少しずつ始

まっているが、構造設計者は建

築主の要望をどのように設計に

反映し、建築主と合意形成して

いるのだろうか。構造設計者は

建築主と直接対話することが比

較的少ないため要望を把握しき

れておらず、エンドユーザーは

構造設計者の存在すら認識して

いない状況もある。両者の間の

隔たりは大きく、生命と財産を

あずける建物に関して構造安全

性能をめぐる対話はほとんどな

されていない。 
最近になって、情報公開の重

要性が指摘されるようになった

が、まだまだ十分でない。しか

し専門家にとって必要と思える

情報だけを送り出すような、設

計者側からの一方的な情報公開

は、コミュニケーションとは言 
えないことに注意する必要がある。 
構造設計者は、設計中にリスクについて建築主やエン

ドユーザーと情報共有し、リスクの伝達をした上で安全

性能の水準等に関して、意思決定と合意形成を図ること

が一番大切であり、耐震水準の普及促進には必要不可欠

である。しかしこの実施はそう簡単ではない。 
 

４．おわりにかえて 

 本 PD は右の委員で構成されるリスクコミュニケー

ション手法に関するWG の活動報告の一環である。特に

本 WG が討議してきたのは、２つの提案に集約される。

以下に示し、それに沿って発表を行う。 
① 建築主との合意に基づく構造設計・性能設定の実現 
② 建築主に対する質疑応答例の情報開示 

PD では、「エンドユーザー」とは住宅等の一般の建築

主を指し、開発事業者およびエンドユーザーを総称した

ユーザーのことを、「建築主」と呼ぶことにする。 

図２ 性能型構造設計の実現フロ－ 
 
本PD では、実際の事例のうち木造住宅やマンション 

などをとりあげて紹介しながら、どんなリスクを伝える 
ことが必要であり、構造設計と目標性能に関する意思決

定・対話を建築主といつどのように行い、何に注意すべ

きなのか、PD 参加者も交えて広く議論したい。 
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